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令和６年度（2024年度）第２回部活動・地域クラブ活動関係者会議議事録 

 

１　日時：令和７年１月23日（木）　13時30分～15時00分 

２　場所：Zoomによる遠隔会議（かでる２・７　940研修室から配信） 

３　説明：部活動改革推進課　高橋課長補佐から資料に沿って説明 

　(1) 部活動の地域移行の状況について 

　(2) 部活動改革に関する国の動向 

４　事例発表： 

　(1) 北見市の取組について：北見市教育委員会　細川主幹から資料に沿って説明 

  (2) 標茶町の取組について：標茶町教育委員会　青木教育長から資料に沿って説明 

５　意見交換等内容                                                          　　　      ○構成員　●事務局 

 

 (1) 北見市の取組についての質疑

 

 ○小学校長会（佐藤校長） 　本校には吹奏楽少年団があるが、通学区域である隣の中学校には吹奏楽部がなくて、ど

  うしても続けたいという場合は、隣の隣の中学校に行っていた。ところが２年前に小学校

  の吹奏楽少年団の人数が少なくなってきたということで、中学生も入団できるようになり、

  これまで吹奏楽を断念した子どもたちも一緒に活動し、スクールフェスティバルみたいな

  ものに小中学校が一緒に参加したり、音楽大行進のイベントに保護者や大人も参加するな

  ど、小学校の吹奏楽団が地域の吹奏楽団になったところ。北見市では、学校単位ではなく

  て、市としてこのように進めているということで大変素晴らしいと感じた。 

 　地域クラブに所属した場合、参加費用はどのぐらいかかるのか。

 

 ○北見市（細川主幹）   地域クラブ活動の費用について、本市としては、国の実証事業を活用した現在の活動に

  関しては、指導者の謝礼や諸経費というのは、教育委員会の方で負担しているが、今後、

  各少年団やクラブが自分たちの活動として行う際には、これまでの少年団活動と同様、学

  校を離れた地域での活動となることから、団体の運営に関しては、各団体・少年団等で負

  担をしていただくということでお話をさせていただいている。 

  　月会費や入会費は、各団体によってまちまちで、特に定めているものはない。というの

  も、団体によって活動内容や指導者の体制はそれぞれ異なるので、その辺は各団体で決め

  ていただくということで、各団体や保護者の負担にはなるが、学校を離れた地域での自主

  活動いわゆる社会教育的な活動ということでご理解をいただき、現在ご説明をさせていた

 だいている。

 

 ○町村教委連（小川教育長） 　今、北見市からの説明を受けて驚いたのが短時間エンジョイ型活動で、平日に約1時間各

  学校において生徒の希望に沿って実施されるものと思うが、当面は地域クラブを中心とし

  た地域移行の展開と、学校でこれまでのスポーツや文化活動という二つのやり方を並行し

 て続けていかれるということか。

 

 ○北見市（細川主幹）   まず、エンジョイ型活動については、前段でアンケートを行った結果、子どもたちのニ

  ーズとして、本格的に取り組みたいという回答もあったが、友だちと一緒に楽しみたいと

  か、いろいろな競技をやってみたいという回答が一番多くあった。その結果も踏まえ、先

  ほどご説明したとおり、地域クラブに参加しない生徒たちの放課後のあり方というのが心

 配されるため、各学校の先生のご理解のもと行うということで、先生たちの学校現場での

 負担というのはあるが、そこは先生方の勤務時間内で行っていただきたいということで進

 めている。 

 　また、期間については、３年間を第１期とし、第２期以降については、学習指導要領の

 改訂など国の動向も踏まえて継続するかを検討していくが、まずは市内14ある中学校、義

 務教育学校の全ての学校でこのエンジョイ型に取り組んでいただきたい。また、内容につ

 いては、各学校で決めてもらうということで、生徒数や職員数に応じて内容なども決めて

 もらいたいと考えているところ。

 

 ○道スポ協（熊耳アドバイザー） 　これだけ教育行政の方がしっかり音頭をとられて進められてるっていうことにすごく感

 激している。私も部活動のあり方検討支援アドバイザーをさせていただいてるので、ぜひ、
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 他のところでもモデルとしても紹介させていただきたいなと思っているところで、細かい

 ところをいろいろお聞きしたいところもあるが、一点だけ伺いたい。 

 　現在このような形で色々な生徒たちの志向にも寄り添った形でエンジョイ型と、地域ク

 ラブ活動ということで進められていると思うが、３カ年続けて検討され進められている中

 で、現時点で今後の課題と感じられていることを教えていただきたい。

 

 ○北見市（細川主幹）   他の市町村と同様の課題にはなるが、やはり生徒の移動手段というのが一つの課題。と

  いうのも北見市は平成18年に１市３町が合併し、北海道で一番面積が広い自治体である。

  そのため、保護者や関係者の方からは移動に関してバスの支援や、スクールバスなどは出

  せないのかという質問もたくさんいただいた。 

  　ただ、学校の数や生徒の数、生徒それぞれのニーズを把握してバスを運行するとなると、

 とてもそこまで把握することができないということと、やはり費用的な面でもかなり負担

 がかかってしまうので、まずそういった点は各参加者保護者にお願いするということにし

 ているが、移動負担をなるべく軽減するために、活動場所は学校で行うということで今検

 討している。というのは、部活動が令和８年度以降、これまでのような時間帯で行わなく

 なるので、その時間帯で各地域クラブに使用していただくことで会場費用の負担も軽減さ

 れるし、また子どもたちもより近い学校で活動することができるかと思う。 

 　一方で、遠方から来られる家庭とか、子どももいるので、そういったところは、各クラ

 ブの方と連携を図りながらクラブの中で、乗り合わせの検討などを決めていただき、より

 スムーズに参加ができるような形にしたいと思っている。 

 　あとは、指導者の確保という課題もあるが、そういったところは、なるべくこれまでの

 先生方にも関わってもらえるよう、兼職兼業の手続きを取っていただきたいということで、

 各学校の先生方にもヒアリングなどを行い、連携を深めていきたいと考えている。そうい

 った移動の手段や活動場所、指導者の確保というのが課題となっているが、一つ一つクリ

 アしながら進めていきたいと考えている。

 

 (2) 標茶町の取組についての質疑 

 

 ○道教委（長居課長） 　この設置は町が形として設置し、その下にクラブをぶら下げていく形ではなくて、各種

  目ごとにクラブを設置していくという、総合型スポーツクラブとは違うような形とか、ど

 ういう形で進めようとしているのかお聞きしたい。

 

 ○標茶町（青木教育長） 　まだ形態について確定しているわけではないが、地域クラブとして全体を統括する組織

 を作りたいと思っている。 

 　それに関して、昨年、熊耳様に講演をいただき、やはり責任ある組織が必要であるとい

 う助言をいただいたので、今後そういった組織の立ち上げについて検討していきたいと考

 えている。

 

 ○道教委（長居課長）   推進員を採用されたということなので、これが総括コーディネーターとかそういう役割

 を果たしていく形になるのか。

 

 ○標茶町（青木教育長）   今回採用した推進員は、あくまでも地域全体のスポーツ振興に関わるものであり、大学

  の元教授の方なので、研修を行うこともできるし、これからスポーツ指導員の指導という

 形で、様々な活動に参加していただきたいと思っている。非常に力強い戦力を得たなと思

 っており、今後、色々な形で指導いただきながら進めていきたいと思っているところ。

 

 ○小学校長会（佐藤校長） 　子どもの数が減少していく中で、他町村との連携について、どのように考えているのか。

 

 ○標茶町（青木教育長） 　現在、標茶中学校では３つの部活動を単独で行っているが、他の部活動に関しては、合

 同にならざるを得ない状況にあるので、今後、進めていく上では、少なくとも管内の各町

 村との連携は必要になってくると思う。釧路管内でも連携を進める動きがあるので、我々

 も今後活動を広げるということにおいては、どうしてもそこが気になってくるものと考え

 ている。 
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 (3) 意見交換 

 【観点】 

 ・北見市、標茶町の取組についての受け止めや、地域移行に係る課題解決に向けた意見

 

 ○総合型地域ＳＣ協議会（井上会長） 　昨年の12月に北見市にお呼びいただき市民向けの説明会ということで講演を担当させて

 いただいたが、素晴らしいなと思ったのが、全道各地回るなかでは、まだ取り組みができ

 ておらず「どうやって進めたら良いでしょうか」という市町村が多かった。北見市の場合

 は令和４年度から着々と進め、道教委派遣のアドバイザーが、私の前に既に３名入ってる。

 ホップ・ステップ・ジャンプじゃないが、説明、情報共有、合意形成をする様々な場面で

 使われており、素晴らしいと思った。 

 　その中で、細川主幹ともたくさんお話させていただいた。進めていく中でプロジェクト

 チームを立ち上げて情報発信、合意形成を図ったというところもあるが、部署内に専門の

 係を設置できたということが、一番の進んだ要因ではないだろうかというお話をいただい

 たところ。その中で、アンケートを取り、実証事業に取り組み、きちんと評価、エビデン

 スを取って方針を決めていき、北見市モデルのクラブ認定制度や、サポートガイドや、短

 時間エンジョイ型活動の導入などが進められてきたのかなと感じており、本当素晴らしい

 取り組みだと思った。 

 　標茶町も国のガイドラインが令和４年の12月に発信されてすぐに取り組まれており、最

 先端いかれてるなということで大変勉強になった。

 

 ○道特Ｐ連（篠塚理事） 　標茶町の取組について、先ほど、指導者と学校の連携が何かうまくいっているというお

 話があったが、それは定期的に年に何回か集まり会議等を行っているのか、それともその

 都度何か問題が起きたときだけ連携会議的なことをやってるのか教えていただきたい。

 

 ○標茶町（青木教育長） 　何か定期的な会議をやっているということではない。この３人の指導者というのは、そ

 れぞれ、日常から子どもに関わっている方であり、陸上の方は陸上少年団の指導者。小学

 校で教えてもらっていた子どもたちが中学校に行っているということで、子どもとの連携

 はうまくいっている。同時に、土日については、指導者と連携して指導していただいてい

 るので、そういったところでの連携もうまくいっている。 

 　卓球の指導者についても、過去に外部指導者として入っていた経験があり、全道大会に

 も連れていった方で、夜にトレーニングセンター等で子どもたちが集まって卓球をやって

 る中でも指導していただいてる方なので、子どもとの連携はうまくいってる。同時に教員

 ともコミュニケーションがよく取れる方なので、これはとても良い関係ができていると思

 う。 

 　吹奏楽部についても、地域の吹奏楽団とコラボしたり、指導者はお互いに音楽家同士な

 ので、コミュニケーションを非常によくとれていると感じている。 

 　そのため、今回３人の指導者が、そういった子どもとの関係、学校との関係は良好であ

 るということも幸いしたのかなと思っている。

 

 ○道スポ協（熊耳アドバイザー） 　標茶町にアドバイザーとして伺った際は、北見市と同様に標茶町も令和４年度から着々

 と準備を進めており、方向的に総合型クラブを作っていくイメージだったので、出来上が

 ったクラブのイメージを持っていただけるような形でお話をさせていただいた。 

 　先ほど井上さんからお話しがあったとおり、標茶町も段階を踏んで、アドバイザーの派

 遣事業を活用いただくなど、単年度で終わらず、継続的に取り組んでいただいたことが、

 北見市と標茶町に共通して今に繋がってるところなのかなと感じた。 

 　標茶町で出来上がったクラブが、しっかり自立するためにということで、法人格の取得

 なども見据えて今検討されてるというお話も伺ったので、可能な限り継続的に何かしらサ

 ポートさせていただけたらと思っている。

 

 ○中体連（吉本校長） 　まず、北見市と標茶町の実践を伺い、本当に私も学ばせていただいた。道内各自治体の

 進捗状況はある程度把握しているが、このように具体的な内容まで聞いたのは今日が初め

 てなので、改めて素晴らしい実践をされていると思った。 

 　二つの自治体に共通するのが、まず丁寧に状況を把握し、その自治体の実情に合わせな
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 がら、取り組みを進める計画を作ろうとしているところで、やはりすごいと思う。ともす

 れば隣の町でこうしているからということで、ただ真似から入っていく取り組みも散見さ

 れるが、両自治体の場合はそうはでなく、自治体の実情に合った計画が策定されていると

 感じた。 

 　特に、市民や学校そして主役である子どもたちの意見を十分に反映させた中で、計画作

 りをしているということが、とても参考となった。 

 　課題は共通して財源確保と指導者確保であることも改めて実感した。今日の標茶町のプ

 レゼンの中で、この指導者確保の工夫の一つに、地域おこし協力隊の活用というのもあっ

 た。私にはない視点だったので、とても参考になった。会議等において、もし紹介できる

 場面があったら発信してみたいと思う。 

 　また、北海道中体連の立場として考えたときに、本連盟は、道内の中学生の心身の健全

 な育成を目的としてスポーツに親しませ、活動を行う上での一つの励み、目標となるよう、

 大会開催と運営を行っているところ。今、部活動の地域移行により子どもたちのスポーツ

 環境が大きく変わってきているので、その社会の動向も柔軟受け止めながら、大会運営に

 当たっていきたいと思う。ただしそれが多様化していけばいくほど、勝利至上主義と捉え

 られかねないような地域クラブも各種目で出現し、その見極めに苦慮しているところであ

 る。 

 　そのようなクラブが乱立してくると、大会自体の公平性などが損なわれてしまう恐れが

 あるので、各自治体とも連携を図っていく必要があると考える。 

 　今後も各自治体の皆様にはご支援、ご協力を賜ること多々あると思うので、よろしくお

 願いしたい。

 

 ○道文協（伊藤事務局長） 　文化団体としては、指導者の確保という視点から少しお話をさせていただければと思う。 

 文化団体はやはり人口の減少や高齢化により、活動がどんどん縮小している現状がある。

 そこで、春に全道各地から集まる役員会の席で三つの視点のお願いをしようと考えている。

 まず第１に世代間交流の促進、そして２番目は文化活動担う人材の育成、そして3番目に一

 般の地域住民との連携ということを提唱したいと思う。３番については、海外を含めた地

 域への移住者や地域おこし協力隊の方々を含む連携協働事業ということを考えている。先

 ほどの発表でも、合唱団で異年齢の方々と一緒に歌うというのが貴重な機会だったという

 ことを伺った。そういった世代間ミックスした活動というのは、これから必要なのかなと

 考えており、子どもに対する専門的な指導の必要性を考えると、少し文化団体としては敷

 居が高いかなと思うが、以前の会議で紹介されたようにバレーボールのチームに子どもも

 入って一緒に活動するというような事例を聞くと、文化団体の活動の中にお子さんたちも

 一緒に入ってやっていただくだとか、全道で道民芸術祭というのを毎年実施しているので、

 大会の他に発表の機会として一緒にステージに立っていただくとか、そんなような協働の

 活動ができないのかなと考えていた。ぜひご検討いただければと思う。

 

 ○道特Ｐ連（篠塚理事）   特別支援学校の地域移行は、まだまだきっと先になるんだろうなとは思っているが、皆

 様にも特別支援学校のクラブのその指導についても、道教委含め一緒に考えていただける

 と嬉しいと思う。

 

 ○道教委（長居課長） 　障がい種によってずいぶん対応も違ってくるのかもしれないが、聾学校であれば、通常

 の高校生年代であれば同じように大会に出ているという話もある。また、総合型スポーツ

 クラブの方にお話しを聞いたところでは、放課後デイサービスの中でもスポーツ活動も結

 構取り組まれているということで、その辺の指導をしてほしいとうニーズもあるようなの

 で、これから経営基盤を安定させていく上ではそういった取り組みっていうのも必要にな

 ってくるのかなと。特別支援学校については、これからまだ詰めていかなければならない

 ところだが、もし好事例があれば今後紹介したいと思う。 

 

 

 (4) まとめ

 

 ●事務局（高橋課長補佐） 　まず、北見市の細川主幹様、標茶町の青木教育長様から、地域移行の取り組みとして大

  変参考となる発表をいただき本当にありがとうございました。感謝申し上げます。また、
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  構成員の皆様におかれても大変貴重なご意見などをありがとうございました。 

  　発表がありました取り組みについては、道内市町村の参考となるよう、全道にも普及さ

  せていただくほか、皆様からいただいたご意見などを踏まえまして、今後も道教委の取り

 組みを進めさせていただきたいと思います。

 

 ○座長（志手教授） 　共通した課題がいくつかある。今日、標茶町からもあったが、地域クラブをどう設立し

  ていくか。もう一つ大きな問題は、指導者確保と移動手段。広い北海道なのでいずれの地

 域でも移動手段をどうするかというところは大きな課題かなと思っている。 

 　岩見沢市でも、今、大学も絡めながら地域にどう移行していくかということをやってい

 るが、大学に来るにしても、岩見沢市も広域のため、その中でどのように移動するのかと

 いうところもあり、この辺りが共通した課題と感じた。


